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令和６年４月 市長定例記者会見 

令和６年４月１日(月) 

午後１時30分 開始 

【広報広聴課主幹】 では、ただいまから定例記者会見を開始させていただきます。 

 初めに、市長よりご挨拶申し上げます。 

【市長】 皆さん、こんにちは。新年度もよろしくお願いいたします。 

 最初、冒頭ですけれども、先月の３月１６日に、すばらしい、本当にいい天気、晴天の

中で北陸新幹線開業を迎えることができました。３月１６日と１７日は、開業イベント、

つるが街波祭が開催されまして、大変多くの観光客、そして市民の皆様に新幹線開業を盛

り上げて、お祝いをしていただきました。開業にご尽力いただきました方々、それからイ

ベントに携わっていただいた方々、ご来場いただいた方々、全ての皆様に心から感謝を申

し上げたいと思います。 

 今後は、開業のまちづくりという段階にフェーズが変わっていくと思っています。敦賀

市が大きく飛躍する新しい時代をつくっていくということをしっかりとやっていきたいと

思っていますので、引き続きご支援とご協力をお願いいたします。 

 それから、今日、４月１日から新年度がスタートするということで、ご承知のように組

織改正を行いました。その中で、まちづくり観光部をはじめ、様々な部署を整備しました。

部もつくりましたし、課も異動がありました。 

 新幹線開業後の持続的なにぎわいを目指すためのまちづくりということで、施策の着実

な推進、それから各行政課題の解決に当たって、今どういう組織だったらそういうことが

やりやすくなるのかということ、効率的、効果的な執行体制が何なのかということを考え

ながら整備を行ったつもりです。新たな体制の中で、しっかりと市政を進めていきたいと

思っています。 

 それから、これもご紹介させていただいていますけれども、令和６年度から、まちづく

りの指針となる新しい総合計画、第８次敦賀市総合計画が動き出します。計画全体のベー

スになっている、底流に流れている政策課題が人口減少の問題です。子育て・教育、定住・

移住、地域経済を活性化する、そして安心と暮らしやすさの各政策分野を連携させて、人

口減少対策を推進していきたいと考えています。 

 この総合計画の中では、敦賀市をどのように魅力あるまちづくりをしていくのかという

ことで、好循環が継続する、発展し続ける地域の実現を目指しているんですけれども、そ
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れに全力で取り組んでいきたいと思っています。 

 冒頭の挨拶は以上です。 

【広報広聴課主幹】 それでは、本日、市長からの事業発表はございませんので、フリー

の質問対応に移りたいと思います。 

 初めに、幹事社の方からお願いいたします。 

【記者】 今も市長のほうからご挨拶、言及いただきましたけれども、新幹線開業から２

週間ぐらいで、この間、天気がぐずついていた日もありますけれども、市内の主要観光地

の入り込み数とか来訪者数とか、開業以降この２週間程度の数字的な実績等、市として把

握されているものがあればご紹介いただければと思います。またそれを踏まえて、終着駅

効果ということをずっと言われていますけれども、スタートダッシュといいますか、その

辺りについての市長の評価といいますか受け止めについて、また今後の展望についてお聞

かせいただければと思います。 

【市長】 まず、どれだけデータが把握できているかというところで、正直これからなん

ですけれども、３月１６、１７日のつるが街波祭ということで開催しましたが、それにつ

いては２日間で４万３，０００人ご来場いただいたということです。主催者の取りまとめ

ということになりますけれども、１６日に約２万９，０００人、１７日に１万４，０００

人と聞いています。 

 その後というのは、これからいろいろデータの取りまとめをしていきたいと思います。

私が思っているのは、新幹線が開業前後のビフォーアフターでどのように変わっていった

のかということです。これはやはり数字で持っておくことが大事だなと思っておりますの

で、そういうことをしっかりと調べていきたいなと思っています。 

 アフターのほうも何段階かあると思っていまして、１６、１７日は開業だということで

いいんですけれども、それからしばらく、最初に開業して、行ってみようという時期、そ

れから、そこからしばらくたって落ち着いた後のアフター、そのような段階があると思っ

ているんですね。それをデータでしっかりと追っていきたいなと思っています。 

 これからどうしていくのかというと、今、印象としては正直申し上げると、街波祭は、

本当に天候にも恵まれて、上手くいったなと思っています。多くの方に喜んでいただいた

し、そういう反応ももらっています。 

 その後のここまでということで言えば、聞いているところでは、やはりお客さんは増え

ているということです。宿泊、飲食、お土産について聞いています。ただ、それが先ほど
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言った段階でいうとまだ初期の段階で、開業効果一番のピークのところが出ているような

状況だと思いますので、それはこれからしっかりと見ていかなければいけないなと思って

います。 

 スタートダッシュとしては、本当にいいスタートダッシュを切れたという印象を持って

います。 

 これからそれをいかに持続するかということが大事になってきますので、本当に少しで

も、前年比１％、２％でも伸び続ける、それを長い期間続けるということが大事だと思っ

ていますので、開業したからそれでまちづくりは終わりということではなくて、これから

いろんな施策をデータを見ながら打っていくということが大事かなと思っています。 

【広報広聴課主幹】 では、幹事社の方、お願いします。 

【記者】 市長が就任されてちょうど今月で１年ということで、この１年の振り返り、受

け止め等を伺えたらと思います。 

【市長】 ３月の記者会見でも申し上げたかもしれないんですけれども、ほとんど振り返

っていません。 

 ただ、ずっと一生懸命やってきて、いろんなことが分かってきたというのも思っていま

すし、それをこれからずっとやっていくことに反映させていきたいと思っています。走り

ながら考えるような感覚があって、何か計画をすっぽり立てて、それで、さあ終わってか

ら実行という形ではなくて、走りながらどんどん計画も立てるし実行もしていく。それで

フィードバックがあったら、それに基づいて計画もどんどん変更していくという形で回し

ていっていると思っていますし、これからもそれを続けていきたいと思っています。 

【記者】 ありがとうございます。あと、先ほどの今後の開業効果の分析というところに

も、今後多くの人に来てもらう、あとはリピーターの獲得とかも観光客の方で、結構これ

も大切かなと思うんですけれども、何回も敦賀に来てもらうために、今のところこういっ

た取組ができたらいいなというものがあれば、お願いします。 

【市長】 リピーター、確かに新幹線が来た当初は一番最初に初見というか、敦賀開業だ

ということで敦賀のことを知ってもらって、それで一回行ってみようかという形で来られ

る方は多いと思うんですね。そこから少しでも、もう一回来ようと思ってもらえるという

ことが大事だと思うんですけれども、それにはやはり、敦賀のいいところ。それは景色で

あったり、あと何といっても食が敦賀のすごく売りになっているところだと思いますので、

そういうところの宣伝を上手くやっていきたいなと思っています。そして、周りとの連携
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です。敦賀だけでそれができるのかというと、そうではなくて、行きたい場所というのは

敦賀以外にも設定はできると思いますので、嶺南だったりとか、あるいは琵琶湖、滋賀県

の湖北のほうだったり、そういうところも含めて行きたい場所をちゃんと宣伝して、それ

で敦賀まで来ていただいて、敦賀で宿泊をして、あちこち回っていただいて、食事は敦賀

でしていただけたらな、お土産は敦賀で買ってもらえたらなというのを思いながら、いろ

んな地域と連携しながらやっていきたいと思っています。 

 各地域も、自分のところで御飯食べてほしい、自分のところでお土産を買ってほしいと

は思っていると思うんですが、取りあえず敦賀に来ていただく。そのために周りと連携し

ていただくということをやっていきたいなと思っています。 

【広報広聴課主幹】 では次に、各社の方からお願いいたします。 

【記者】 新幹線のところにもつながっていくことかなと思うんですけれども、金ケ崎エ

リアの再開発が去年の１１月に計画が、デザインの案が発表されまして、そこから結構議

論も盛り上がっているのかなというところなんですけれども、新年度ということで、まだ

具体的な事業の規模だったり額だったり、見えてないところも結構あると思うんですけれ

ども、本年度、この金ケ崎をどのように進めていきたいかというところで、こういうこと

をやっていきたいという意気込みを聞かせていただければと思います。 

【市長】 これも従来申し上げているとおりなんですけれども、昨年度、デザイン案が出

ました。あれを参考にというかベースにして、いろいろ考えていくわけなんですけれども、

あそこのエリアというのは大きく二つに分けてあって、一つが公共で整備をしていく部分。

例えばＪＲ貨物の跡地については、購入を前提として昨年度もいろんな調査をしておりま

したし、今年度も予算をつけているということ。それは公園整備について、どう市民に親

しんでもらえるのか、そういう公園にするのか、あるいは観光客にも来ていただけるよう

な公園にするというようなことを考えながら整備をしていくのだと思っています。 

 それとは別に、今のデザイン案の中で見ると、緑地の部分。これは民間主体でやってい

ただくという計画で、民間のいろんな経営判断ということも入ってくるので、そこの民間

とのコミュニケーション。当然我々も周辺の整備をしていくに当たって、民間の計画がど

う進んでいくのか、どういう内容になっていくのかというのはしっかりと見ながら、ある

いはこちらの意見も伝えながら進めていかなければいけません。民間部分についてはそう

いうコミュニケーションを取りながら、全体としてまとまりのあるエリアにしていきたい

と思います。 
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 ということで、要約的に言うと、公共でやる部分については、我々は計画どおり進めて

いく予定です。民間については、しっかりとコミュニケーションを取りながら、全体とし

て調和の取れた計画にしていくということで今年度も進めていきます。 

【記者】 先ほど市長の言及にもありましたけれども、新幹線のデータはこれからだとい

うことでお話がありましたけれども、印象の範囲で、意外とこんな傾向があるぞというの

が見えたところで、来てみて分かったような印象とかがあれば教えてください。またこの

点に関して、私、取材していても、出張で金沢に行く機会があったのですが、敦賀に来て

はみたものの、泊まるのは金沢というお客さんが物すごく多くいらっしゃいました。先ほ

どのエリア間の引っ張り合いというところでもこういったところ、しかもこれから地震か

らの復興となってくると、やはりチャリティーで加賀温泉だとか和倉温泉に泊まろうとい

うお客さんが絶対増えてくると思うので、その点はどのように対策をしていくように考え

ていらっしゃるのかをお聞かせください。 

【市長】 印象ということで言うと、正直、私も先週末コンコースに入って人の動向を見

ていたんですよね。かなりのパーセンテージ、乗換えですよね。乗換えで行くんですけれ

ども、そこから何％かは西口のほうに降りていったりするんです。 

 それを見ていると、やはり新幹線の輸送力はすごくて、そこから何％かだけでも西側に

降りて商店街のほうに流れていくだけで、商店街の人とかとお話しすると、かなりお客さ

んが来ているということを言われるんです。正直、私どれだけ行くのかなと思っていたん

だけれども、印象で言えば、割とたくさん西口のほうに流れていってくれているなと思い

ます。 

 それがコンコースにいると、これだけしか西口に行ってないよねというレベルでも、西

口でお客さんを待っている人にとってみると、たくさん来てくれているということで、新

幹線の輸送力にまず驚いている感じですね。 

 その次に、今、私、宿泊して回ってほしいという話をしたんですが、金沢のほうに泊ま

るということを裏返して一つ言うと、敦賀の泊まるところのキャパの問題もあると思うん

です。というのが、ホテルの稼働率、結構敦賀はいいんですよ。これが敦賀のホテルがす

かすかで泊まってもらえなくて、それで金沢へみんな行っていますよと言うと、それはす

ごく心配するんですけれども、宿泊は結構稼働率がよくて、周りの飲食も、なかなか予約

が取れなくなっているとか、ぱっと入ったら席が埋まっていて入れなかったとかいうよう

なことを聞いているような状況です。むしろ問題は、敦賀に来たいと思っている人たちが



 －6－ 

しっかりと敦賀に泊まってもらえるだけのキャパを敦賀が持つことだと思ったりもしま

す。 

 ただ、今は先ほど言いましたようにビフォーアフターでいうとアフターでもすごく初期

段階ですので、ピーク立っているということは絶対あると思うんですよね。そこら辺は今

度、本町通りのほうにも１９９室の宿泊施設ができることになっていますから、そういう

ところの動向も見極めて、そこの稼働率なども見極めて、もっと宿泊施設が要るのかなと

思います。 

 ただ、そうなってくると民間のほうも動いてくれると思うので、またいずれ、ホテルは

公共が建てるわけではないから、いずれ民間のほうでという話になってくるかもしれませ

んが、本当にお客さんが来てくれたら、今は金沢に行っているかもしれないけれども、そ

れは一つ言うと、敦賀のキャパ不足というのもあるのかもしれないと思っています。 

【記者】 ありがとうございます。それから、全く話は変わるんですけれども、先日、乾

式貯蔵に関して、計画が県も了承ということで、立地自治体も全て了承とすることで進ん

でいくわけですけれども、その中で一つ長期化に関しては、私、取材している限りでは、

私の印象ですけれども、嶺南地域の住民の方々がそこをあまり心配しているようには私、

正直感じてなくて、県議会の議論と若干温度差というのを私、住民の感覚に感じていると

ころがあります。プラスアルファで、どちらかというと量を増やさないという約束、これ

が守られるかどうかということに関しては、なし崩しになっていくと結構大きな問題にな

ってくるのかなと思っているんですが、一方で、一部の首長さんだとか知事からは、状況

によってはそれも仕方がないと取れるような発言もあるので、これもどうなっていくのか

なと懸念しているところなんですが、この辺、市長の立地自治体の一つの長としての見解

をお聞かせください。 

【市長】 乾式貯蔵の話、もちろんあるんですが、私、この話の本質的な部分は、プール

であろうが乾式であろうが約束を守っていただいて県外搬出をするということがこの話の

本質的な部分だと思っています。例えば乾式貯蔵がなくてもずっとプールに置いといてい

いのかというと、そうではないと思うんですね。 

 約束というと、今度は県と関電さんの約束とになるので、これは、どういうことをもっ

て約束を守ったとするのかというのは県のご判断だとは思いますけれども、本質的にはプ

ールであろうが乾式貯蔵であろうが約束を守って県外搬出をするということに尽きるのか

なと思います。そういう意味では、ロードマップを守ってやっていくことに尽きるのかな
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と思っています。 

 ただ、計画の中には乾式貯蔵というのが入ってきていて、それは搬出をしやすくするよ

ということと、あと安全性の問題ということを理由にされているわけですけれども、それ

については、私は一定理解できるなと思っています。 

 ではそうなったときに、容量を増やすことが懸念されるということがあるんですけれど

も、これについては、知事のほうもくぎを刺すこともあるというようなことも記者会見で

言われていたと思います。しっかりとそういう形で約束を守っていただくというのが大事

だと思っています。 

 この話、だから約束を守って搬出してもらうという本質的な部分と、容量を増やさない

という２つポイントがあると思います。県外搬出ということに関しては、先ほど申し上げ

たように県との約束をしっかり守っていただく、ロードマップに従ってやっていただくと

いうことですし、その中で乾式貯蔵という一つの手段を取るのであれば、これも約束の中

で容量を増やさないと言われていますので、そのとおりやっていただくということだと思

っています。 

 嶺南地域の人があまり心配しているように見えないというのは、一つは、乾式貯蔵イコ

ール何か安全性が下がるとかそういうことではないということを、嶺南の人は原子力が分

かっている方が多い、リテラシーが高いと思いますので、そこら辺の認識があるのかなと

思います。乾式をもって何か安全性が落ちるような方向ではないよということが分かって

いらっしゃるというのが一つ大きいのかなと思っています。 

【記者】 関連して、今の県外搬出の問題で、正直、最終処分場が決まってない段階での

県外搬出というのは、あるいは置場というか迷惑物の押しつけ合いというような側面もあ

って、本質的な問題ではないのかなという気がしていますが、その状況で県外搬送を求め

続けることが果たして妥当かどうかというところに関しては、どのように思われますか。 

【市長】 行き先が決まってないから、県外搬出を求めてはいけないのかというと、多分

そうではなくて、今まで福井県としての言い方としては、これを国全体、国民全体で考え

てほしいということを申し上げてきたと思うんですね。それは最終処分も含めてそういう

ことをずっと福井県としては言い続けてきたわけで、それを進めてほしいということだけ

だと思うんです。 

 私、県の立場で話すわけにいかないので、これ以上のことは言いませんけれども、最終

処分場が決まっていないから、だから県外搬出を求めてはいけないということではないの
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ではないかと思います。 

【記者】 おっしゃることは分かるんですが、少なくともそこで増えるのが困るのであれ

ば、原発を止めるというのが当たり前の筋の話で、それでありつつ運転は認めつつという

のは、少し矛盾しているし、倫理的にあまり求めていることがどうなのかなというのは思

うんですが。 

【市長】 そうは言っても、原子力発電所を動かそうが動かすまいがもう既に燃料はある

わけで、これをどうするのかという問題は絶対解決しなければいけない問題なんですね。 

 では原子力発電所を止めたところで、この議論をしなくていいかというと、そういうわ

けではないので、どの道やらなければいけない議論をやるだけです。発電所を動かす動か

さないというのは、他にもいろんなことを考慮しながら、今運転をするという判断をして

いるということですので、それについては一定の理解を私はしています。 

【記者】 本日から犯罪被害者の条例が施行されたかと思うんですけれども、市で条例を

作られた思いをお聞きしたいのと、あと今回、敦賀と同時に鯖江だとか坂井も同時に施行

されていまして、一足早く、確か越前市でもされているかと思うんですけれども、こうい

う動きが県内にどのように影響を与えていってほしいと思っていらっしゃるか、教えてく

ださい。 

【市長】 正直申し上げて、ここ何年間かで、この条例の対象者になる方が敦賀でたくさ

んいたのかというと、そういうわけでは正直ないんですよね。ただ、もともと県のほうも

そういう取組を、県というか全国的にと言ったらいいんですかね、全国的に警察関係も含

めてこういう取組があって、福井県のほうでも先行して条例を作ったということがあり、

各基礎自治体、市町のほうでもそういう取組を促されているというのがこれまでの流れと

してありました。 

 敦賀市においても、先ほど言いましたように敦賀市で対象となる人がどれだけというと、

正直レアなケースかもしれません。しかし起こった時のことを考えると、やはりこういう

条例をしっかりと持っておいて対応できるようにしておきたいということがありましたの

で、このタイミングで条例を作ったということです。 

 作って思うのは、本当はこういうことはないほうがいいんですよね。この条例で適用さ

れるというか対応できる人が出てこないほうがいいに決まっているし、そのような取組の

ほうが大事なのかもしれないけれども、いざ起こった時に、この条例で少しでも助かると

いうか、何か支援、サポートできるようになってもらえればと思い、今月からのスタート
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ということになります。 

【記者】 ありがとうございます。それで全国でも広がっているということですけれども、

県内の基礎自治体や第２弾のグループになったかと思うんですけれども、今後やはり基礎

自治体でももっと条例を作るところが増えていったほうがいいとお考えでいらっしゃいま

すでしょうか。 

【市長】 そうですね。この条例の趣旨というか、この条例を作る基本的な考え方を思え

ば、この条例を検討するだけで、いろんなことも勉強になりましたので、この条例を持つ

ということは、他の自治体も取り組んでいい話ではないかと思います。 

【記者】 また新幹線のほうの話に戻るんですけれども、駐車場のお話をお聞きしたいと

思います。 

 先週末等も少し状況を見たんですけれども、特に西口、東口、それぞれの駐車場が満車

になるような時間帯もありました。市営では白銀のほうもあったりしますけれども、今後、

新幹線開業で誰かがやってくるだけではなくて、市民まちなかに行くというような動きも

見られるのかなと思うんですけれども、そういったところで満車になっていると、今後そ

れこそリピーターでというのはなかなかつながらないのかなと思いまして、ここの部分、

お考えとして今後どうしていきたい等ありましたら教えてください。 

【市長】 先ほどビフォーアフターのアフターにも段階があると申し上げたんですけれど

も、確かに今は多いし、満車になることもありがたいと思います。 

 少し様子は見たいと思っています。幾ら何でも１６、１７日、あのピークに合わせて駐

車場を用意するわけにいかないので、少し落ち着いた段階で見たいと思うということが一

つと、もう一つは、基本的には、これで駐車場需要があるとなった段階では、できたら民

間のほうで駐車場整備をビジネスとして考えていただけるといいのではないかと思いま

す。 

 他の市や町に行って、駐車場需用があって、それを公共がやるというところがないわけ

ではないですけど、やはり民間でできるところはやっていますので、そのほうが経済も回

りますし、いいのでなないかということは基本的な考えとして持っています。 

 その上で、なかなかそうは言っても民間が来てくれないということがあれば、次の段階

ぐらいで考えることかもしれないですけれども、今の基本的な考え方としては、需用は見

極めたいです。その上で、需要が結構望めるのであれば、民間の方に考えていただきたい

と思います。それを促すことは、行政としてはやっていってもいいのではないかと思って
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います。 

【記者】 原子力に話が戻って恐縮なんですけれども、先月からまた敦賀２号機の審査が

規制委で再開しておりますけれども、なかなか規制委のほうから、またちょっと厳しめの

意見が会議で目立っているように思います。山中委員長のほうも事業者側の説明に科学的、

技術的な説明とは考えにくい部分があるなどと厳しい意見が相次いでいる中で、ただ、再

稼働を求めている地元の市長として、現在の議論の推移はどのように見られているか、今

後の展望等を伺えたらと思います。 

【市長】 私いつもこれも申し上げているのは、とにかく安全性に関してしっかりとした

本質的な議論をしてほしいということを規制委員会のほうにも原電さんのほうにもお願い

したいということを常々申し上げています。今回まさに、何々に誤りがあったとかそうい

うことではなくて、安全性の議論をするために、いろんなリクエストが規制委員会のほう

からもあり、原電さんのほうもそれに対応しようとしているということなんだと思ってい

ます。 

 今後、次のタイミングではこうするよ、こういう資料を出してくださいねとかいうこと

がもう規制委員会のほうからは出ています。 

 やっと安全性に関しての議論がスタートした感が、逆に私はそういうやり取りを見て思

っていますので、しっかりと議論していただければいいかなと思います。 

 次のスケジュールとかも、ほぼほぼ、これぐらいの時期にこれぐらいのものを出してよ

というのが決まってというか、リクエストも出ていますので、それに対しての対応を原電

のほうにもしっかりしていただきたいなと思います。 

 これが将来的に再稼働になるかどうかというのは、もちろん規制の判断があるわけです

けれども、どっちにしてもしっかりとした議論をしていただくというのが私たちにとって

は信頼感につながってくる。これが大事だと思っていますので、お互いにコミュニケーシ

ョンをしっかり取って、本質的な議論を続けていただきたいと思っています。 

【記者】 先ほどのお話からすると、今まさにしっかりした議論、安全性の議論というの

は入り口に立った段階だということで理解をされていると。 

【市長】 やっと本当に、単なる誤りの話とかではなくて、安全性の話をしているんだと

思っています。 

【記者】 ありがとうございます。もう１点、担当課さんに伺えばいいかもしれないんで

すけれども、なかなか敦賀の市役所の方とかで、やはり東京方面の出張とかが多いかなと
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思うんですけれども、実際、米原経由のほうが時間と金額が短かったり安かったりとされ

ている中で、ただ、乗って機運醸成というのはやはり公の市役所の方にも一つ大義として

あるのかなと思います。東京のどこに行くかというのもあるかと思うんですけれども、バ

ランスというか、どっちで行くのが市役所からの出張で良いかというか、今後求めていき

たいか、もし何かお考えがあったらお願いします。 

【市長】 これは開業前に実際議論を市役所内でしていて、比較表まで作り、どうしたら

いいのかなということを話していました。 

 ＪＲさんのほうで商品というか、片方を東海道新幹線を使い、片方を北陸新幹線、往復

どちらでもいいんですけれども、そうすると、この料金で行けますよという、そういう商

品が出ているんですね。我々としても、北陸新幹線開業で頑張ってきて、利用促進と言っ

ています。今度、敦賀以西の話もあるという中で、どのように我々は新幹線を利用してい

くのかということは議論をし、その中で、そういう商品も出てきていましたので、旅費規

程として、さっきの往復で片方を東海道新幹線、片方を北陸新幹線を使うというのを旅費

規程の旅費の基準にしたというところです。 

【記者】 新幹線に絡みまして、参考程度にお伺いしたいんですけれども、先ほどどのよ

うに変わっていったかデータを取るとおっしゃっていたんですが、具体的にどんなデータ

をどこで取って、どの辺りで集計を考えていらっしゃいますか。 

【市長】 ちょっとまだ正直言うと決めてないんですよ。というのが、実際どの変化を見

ていいのかすらよく分かってなかったところがあるので、もちろん商工会議所さんとかも

経済データというのは取られると思いますし、各事業体の経営のデータとか、あとは景況

というのはずっとこれまでも追ってきているものがあるから、そういうものも参考にした

いと思っています。あと我々でいうと、例えば先ほどの駐車場の話であったりとか、ある

いは人が歩いているところの人数の話であったりとか、そういうところを見ていくんだろ

うなと思っています。 

 なかなかずっとコロナもあって、上手くビフォーが取れてないところもあったりするの

で、そこは悩ましいなと思ってはいます。数字を取る意味をどのように思っているかとい

うと、どうしても我々、思ったほど来てないねとか、いや結構来ているんだよというもの

の個人個人の意見みたいな形で話が進むことが多いような気がするんですよね。もう既に

私のところにも、たくさん人が来てくれているんだというメールもあれば、もう何か元に

戻っちゃったよというメールもあるので、一回そういうところを新幹線効果というのを数
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字で見てみたいと考えておりまして、何かそれが分かる指標というのを拾ってやってみた

いと思っています。 

 こういうデータでこれぐらいの時期にというのが分かれば、また皆さんにお伝えしたい

とは思っているんですけれども、我々としても必要なデータをしっかり取ってやっていき

たいと思っています。 

【広報広聴課主幹】 他にございませんか。 

 では、以上をもちまして市長記者会見を終了いたします。 

                                午後2時10分終了 


